
内部評価様式 

Ａ：計画に基づいて事業を実施し、施策の方向性の観点から、十分な効果があった（また目標を大きく上回った） 

Ｂ：計画に基づいて事業を実施し、施策の方向性の観点から、一定の効果があった（または目標を概ね達成できた） 

Ｃ：計画に基づいて事業を実施したが、施策の方向性の観点から、あまり効果がなかった 

（または目標の達成には課題が残った） 

Ｄ：計画に基づいて事業を実施したが、施策の方向性の観点から、ほとんど効果がなかった。 

（またはほとんど目標を達成できなかった） 

Ｅ：事業を予定どおり実施しなかった 

－：その他（未実施、効果測定不能 、事業終了 など） 

目標指標の達成度の考え方 

 ①５か年で測るもの ②単年度で測るもの 

◎・目標値を上回った X≧20％ X≧100％ 

〇・概ね目標値どおり 20％＞X≧0％ 100％＞X≧80％ 

△・目標値を下回った ０％＞X 80％＞X 

 ①は「累計値÷達成期限までの年数×経過年数」を目標値とした

上で評価 
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